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量の調査は直径 15.5cm の塩ビ管を用いて任意の 10 ヶ



























ンヒメフナムシ Ligidium japonicum Verhoeff, 1918
は出現した３地点Ａ－Ｃの内Ｂ．スギ林で最も密度が
高く、次いでＡ．ブナ林、Ｃ．シキミ林の順だった。
ナガワラジムシHaplophthalmus danicus Buddle‐L, 
1879 は２地点Ｂ、Ｃで出現し、平均値でＣ．シキミ
林はＢ．スギ林の３倍の個体数密度であった。ワラジ







exotica Roux, 1828 とニッポンヒイロワラジムシ
















Armadillidium vulgare (Latoreille, 1804) が確認さ
れ、出現種数は最多の４種となった。オカダンゴムシ
はシバ地（ホテル跡前）にのみ確認された。
表１　金華山の４調査地における大型土壌動物個体数 (Nm-2)( 大型ミミズを除く )













ミミズ Drawida japonica (Michaelsen, 1892) が
１個体のみであるが、観察された。ヒトツモンミミ
ズ Metaphire hilgendorfi (Michaelsen, 1892) とサ




fetida (Savigny, 1826) が観察された。Amynthas 
sp.1 － Amynthas sp. ５は竹林でのみ、ハタケミ
ミズ Metaphire agrestis (Goto & Hatai, 1898)、フ
キソクミミズ Pheretima irreguralis (sense Goto 
& Hatai, 1899) はＧ．マツ林でのみしかみられな
かった。定めた調査地点以外の人家のそばで釣り餌
やコンポストに用いられるシマミミズ Eisenia fetida 






























































のデータを引用すると一年で最も多い７月 (2002 年 ) 
の真鶴の現存量は 40g m-2、個体数で 25 m-2 であった
（内田・金子，印刷中）。金華山のＡ．ブナ林では現
存量および個体数はそれぞれ 38g m-2 で 25 m-2、B. ス
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